
 

 

 

 

 
 

ファシリテーション（２）  協働的活動 と 教員 
 

１ 協働活動・話し合い・会議等のの構成      ２ ファシリテーションの効果 

 

 

 

 

 

 
 

３ ファシリテーションの４つの領域 

 

 

 

 
 

 
他のファシリテーション 

組織系ファシリテーション 

営利・非営利を問わず、組織

に関する話に適用。成果や

合理性を問う。経営学の知

見が必要。 

社会系ファシリテーション 

コミュニティや社会の問題

を扱う。価値観やライフス

タイルの違う人同士のコン

センサスを構成。社会学・政

治学の知見が必要。 

複合系ファシリテーション 

人間・組織・社会は相互に絡

み合うため、これらを区分

せず、同時に扱い、大きな変

革を起こすというもの。複

雑化・高度化する問題を利

害関係者が一堂に会して解

決を目指す。多彩な知恵と

知識が必要。 
 

４ 人間系ファシリテーション ＝ 学習者が主体となる教育を目指す 

イメージ： 「教える教育」から「学び合う教育」へ 

目標  ： 「学習者の知識・経験を引き出し、自発的学習を促進」＋「基礎的な知識の定着」 

 

教育目標 「豊かな人間性の育成」 
◎ 集団生活における責任感と自主性を養う 
◎ 健康な心身の育成と勤労の喜びを培う 
◎ 基礎学力の充実を図り深く考える姿勢を育てる 

社会性の学び 知的な学び 心と体の学び 

自他の尊重 

地域貢献 

主体的な学び 

学習の定着 
心身の健康 

内容に関わる面 

(参加メンバー) 

過程に関わる面 

(ファシリテーター) 

× 

① 相乗効果（シナジー）による、高

い成果や創造的革新（イノベーショ

ン） 

② 納得感・当事者意識を高め、やる

気・自立性・協働性を引き出す 

③ 学習・課題解決・意思決定の時間

短縮 

体験学習   学校教育   アート 
 

生涯学習   自己変容   市民教育 

協働営業 
 
商品開発 
 
業務改善 
 
会議 
 
プロジェクト 
 
多職種連携 

再開発 
 
ソーシャル 
デザイン 

地域振興 
災害復興 

 
 
コミュニティ 
デザイン        計画作り 
 
 

自治会 

組織開発   社会変革   環境教育 
 

 
チーム               開発教育 
 
 
 
 
 
 

イノベーション 
 
 
 
 

ボランティア 
 

ＮＰＯ 

心理的問題 

功利的問題 規範的問題 

人間系ファシリテーション 

ファシリテーションの本流。 

人の学びや成長に関わる。 

学校教育で最重要のファシリテ

ーション。 

教育学・心理学の知見が必要。 

令和５年 １月１６日 

      校長 大坂 崇  


